








































































Dチーム Eチーム Fチーム Gチーム
2010年 4月現在
図 3 2脚ト掛目織図と職員配置
チーム活動として、モーニングカンファレンスでの状
況報告・業務調整を行うことで固定チームとしての意識
を高め、リーダー会とチーム会では外来の連携を強化し
た。安定した人員を確保するために応援機能を充実させ、
チーム間だけでなくチームを越えた一時的な応援や、欠
員時の応援も行っている。また、看護助手が増員され助
手教育を行ったことで助手間でも応援体制が取れている。
病院機能5判面受審によって診察状況の表示、地域や病院
の情報提供、待合室の椅子の更新などの患者サービスも
向上した（写真1）。
写真1
v.考察
白施設では2010年度より 7対1看護体制を導入し
ており外来ではスタップの増員が望めない現状にあ
った。その中で効果的・効率的に外来看護を提供できる
チーム力強化を目指し外来独自の固定ーチームナーシン
グが開始された。外来独自の固定一チームナーシングが
開始された。杉野は「他人の考えを聞き、刺激しあい
他者の価値観を学ぶなどチームで生み出す物の方が
はるかに質が高く、チームの協力が得られ結束を固め
るJと述べている。 2008年度主任会での外来着諭苦
動が始まり、翌年外来看護委員会が発足されたことが
固定チームナーシングの取り組みを容易にしたと考
える。さらに外来園定チームナーシングが開始された
ことで、外来看護の質の向上、効率的な人的資源を活
用するために外来聞の応援を実現aし、外来業務の明確
化、手Ji頂の作成のための業務の見直しにつながったと
考える。救急外来勤務においては、各師長の夜勤回数
を増やし専従看護師が増員されたことで、外来看護師
が外来勤務に専念できた。また外来に看護助手が配置
され、業務を委譲することで、看護師が患者に関わる
時間が増え、看護を意識した日々の業務に取り組むこ
とにつながった。私たち看護師は患者・家族を中心に、
ジュネラリストとして関わっていくことで相互の信
頼関係が生まれ、看護のやりがい感につながると考え
る。
今後も外来看護の質の向上を目指しチーム医療の
推進や役割分担の観点からスタッフの教育や業務・環
境の改善など外来チームとして取り組んでいきたい。
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